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附
則
第
十
二
条
の
二
の
五
第
六
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日
」
に
、「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
五
第
五
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
五
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
第
六
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次

の
二
項
を
加
え
る
。

４

次
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
四
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。）で
初
め
て
新
規
登
録
等
を

受
け
る
も
の
以
外
の
第
四
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」と
あ
る
の
は
、

「
取
得
価
額
か
ら
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

一

附
則
第
十
二
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車

二

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
乗
用
車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
平
成
二
十
二

年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動
車
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

イ

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ロ

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
三
十
八
を
乗
じ
て

得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

附
則
第
十
二
条
の
二
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
軽
油
自
動
車
（
電
力
併
用
自
動
車
に
限
る
。）

５

次
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
五
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。）で
初
め
て
新
規
登
録
等
を

受
け
る
も
の
以
外
の
第
五
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」と
あ
る
の
は
、

「
取
得
価
額
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

一

附
則
第
十
二
条
の
二
の
三
第
五
項
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車

二

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
乗
用
車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
平
成
二
十
二

年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動
車
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

イ

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ロ

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
三
十
二
を
乗
じ
て

得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

自
衛
隊
が
通
信
の
用
に
供
す
る
機
械
、
自
動
車
（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
電
源
又
は
動
力
源
に
供
す
る
軽
油
の
引
取
り

附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項
第
五
号
中
「
陶
磁
器
製
造
業
、」を
削
り
、「
製
造
工
程
に
お
け
る
焼
成
又
は
乾
燥

の
用
途
、
こ
れ
ら
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
軽
油
の
引
取
り
を
行
つ
た
自
衛
隊
の
船
舶
の
使
用
者
が
、
我
が
国
と
我
が
国
以
外
の

締
約
国
と
の
間
の
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に

基
づ
き
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
引
取
り
に
係
る
軽
油
を
当
該
締
約
国
の
軍
隊
の
船
舶
の
動
力

源
に
供
す
る
た
め
譲
渡
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
軽
油
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
第
百
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
軽
油
引
取
税
を
課
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

６

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
四
条
の
二
十
七
第
一
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
並
び
に
前
月
」
と
あ
る
の
は
「
、
前
月
」
と
、「
そ
の
他
」と
あ
る
の
は「
並

び
に
前
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
行
つ
た
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
五
項
に
規
定
す
る
譲
渡
に
関
す
る

事
実
及
び
そ
の
数
量
そ
の
他
」
と
す
る
。

附
則
第
十
四
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
平
成
二
十

六
年
度
」
を
「
平
成
三
十
一
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、同
条
第
七
項
中「
第

十
四
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
十

項
ま
で
に
お
い
て
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三

十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
当
該
施
設
」
を
「
当
該
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
十
項
を
第
四
十

二
項
と
し
、
第
三
十
九
項
を
第
四
十
一
項
と
し
、
第
三
十
八
項
を
第
四
十
項
と
し
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
第
十
五

条
第
一
項
第
三
号
イ
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
イ
」
に
改
め
、「
規
定
す
る
地
下
街
等
」
の
下
に「（
同
法
第
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
同
項
に
規
定
す
る
洪
水
浸
水
想
定
区

域
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
」
を「
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平

成
二
十
七
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
」
に
、「
同
法
」
を
「
水
防
法
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
九
項

と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
を
同
条
第
三
十
八
項
と
し
、
同
条
第
三
十
五
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を

「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十
四
項
中
「
平
成
二
十

七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
第

三
十
三
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
二
項
中
「
資
す
る
も
の
」
の
下
に
「
で
あ
り
、
か
つ
、
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成

二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
生
産
性
向
上
設
備
等
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
事
業

の
生
産
性
の
向
上
に
特
に
資
す
る
も
の
」
を
加
え
、「
の
う
ち
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
」
を
「
で
あ
つ
て
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
十
四
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
一
項
を
第
三
十
三
項
と
し
、
第
三
十
項
を
第
三
十
二
項
と
し
、
同

条
第
二
十
九
項
中「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」

を
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
同
法
第
六
十
条
第
一
項
」
を
「
津
波

防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
第
六
十
条
第
一
項
」
に
、「
の
二
分
の
一
の
」
を
「
に
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分

の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
償
却
資
産
が
第
三
百
八
十
九

条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）
を
乗
じ
て
得
た
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
一

項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
同
法
第
六
十
条
第
一

項
」
を
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
第
六
十
条
第
一
項
」
に
、「
の
二
分
の
一
の
」
を
「
に
二
分
の
一
を

参
酌
し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
中
「
部
分
と
す
る
」
を
「
部
分
に
限
り
、
第
四
十
三
項
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
に
規
定

す
る
国
の
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
国
の
」
に
、「
に
規
定
す
る
政
府
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
政
府
」
に
、「
平
成
二
十
七

年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
二

十
五
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
平
成
二
十
六
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
三
項
を
第
二
十
五
項
と
し
、
第
二
十
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
を

二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
九
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十

二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第

十
六
項
中
「
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
の
日

か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
」
に
、「
取
得
し
た
都
市
再
生
特
別
措
置
法
」
を
「
取
得
し
た
同
法
」
に
、「
の
五
分
の
三
（
」
を
「
に
五
分
の
三
を

参
酌
し
て
二
分
の
一
以
上
十
分
の
七
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
償
却
資
産
が

第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
三
）を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。た
だ
し
、」


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